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新
年
１
月
２
日
、
鹿
角
市
八
幡
平
地
区
に
あ

る
大
日
霊
貴
神
社（
お
お
ひ
る
め
む
ち
じ
ん
じ
ゃ
・

通
称
／
大
日
堂
だ
い
に
ち
ど
う
）で
行
わ
れ
る
大

日
堂
舞
楽
は
、
約
１
３
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
古

典
舞
楽
。
わ
が
国
に
現
存
す
る
舞
楽
の
中
で
も

最
も
古
い
形
と
さ
れ
る
。
口
伝
に
よ
る
と
、
養
老

年
間（
奈
良
時
代
・
７
１
７
〜
7
２
４
）元
正
天
皇

の
勅
願
に
よ
り「
だ
ん
ぶ
り
長
者
伝
説
」で
ゆ
か

り
の
あ
る
大
日
神
社
再
興
の
た
め
、
都
よ
り
遣
わ

さ
れ
た
名
僧
行
基
と
共
に
下
向
し
た
楽
人
に
よ

り
舞
わ
れ
た
の
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い
る
。
以
来
、

舞
楽
は
４
つ
の
集
落
が
分
担
し
て
担
当
、
伝
承
し

て
お
り
、
ほ
か
の
集
落
の
人
間
が
舞
う
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
と
い
う
。
当
日
は
早
朝
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
行
わ
れ
る
が
、
本
舞
の
ス
タ
ー
ト
は
午

前
10
時
。
年
末
か
ら
こ
の
日
の
た
め
に
精
進
潔

斎
を
し
て
き
た
舞
人
と
囃
し
手
た
ち
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
込
め
九
尺
四
方
の
舞
台
へ
。
権
現
舞
、

駒
舞
、
鳥
遍
舞
、
鳥
舞
、五
大
尊
舞
な
ど
、
荘
厳
で

古
式
ゆ
か
し
い
７
種
類
の
舞
い
が
約
２
時
間
か

け
て
奉
納
さ
れ
る
。

お問い合せ●鹿角市役所観光商工課　TEL0186-30-0248
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開
設
し
た
も
の
。
当
時
、
町
会
議
員
と
し

て
の
活
動
も
行
っ
て
い
た
友
吉
の
み
な

ら
ず
、
小
玉
醸
造
の
社
員
全
員
が
、
地
域

振
興
に
寄
与
し
た
誇
り
と
お
も
て
な
し

の
心
を
抱
き
陛
下
を
お
迎
え
、
お
送
り
し

た
の
で
し
た
。

小
玉
醸
造
物
語
⑲

だ 

よ 

り

小
玉
醸
造
129
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
【
昭
和
編 

そ
の
13
】

　
出
征
し
た
一
族
7
人
全
員
が
奇
跡
的

に
無
事
復
員
。
社
業
に
復
帰
す
る
の
に
伴

い
、
社
長
・
小
玉
友
吉
を
頂
点
と
す
る
会

社
組
織
の
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。
主
な

陣
容
は
、
味
醤
課
長
に
小
玉
貞
一
郎（
友

吉
の
弟
・
貞
治
の
長
男
）、
庶
務
課
長
に
小

玉
正
巳（
友
吉
の
三
男
）、
酒
類
課
長
に
小

玉
健
吉（
友
吉
の
四
男
）、
経
理
課
長
に

ｍ
の
地
点
に
あ
る
）裏
の
丘
上
か
ら
一
帯

を
視
察
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
景
色

は
、
か
つ
て
友
吉
が
心
血
を
注
ぎ
、
耕
地

整
理
、
開
拓
を
行
っ
た
努
力
の
跡
。
ま
た
、

陛
下
を
迎
え
た
羽
後
飯
塚
の
駅
は
自
ら

が
先
頭
に
立
ち
、
地
域
の
総
力
を
結
し
て

　
戦
争
は
終
わ
っ
た
も
の
の
、
混
沌
と
し

た
社
会
情
勢
の
下
で
は
復
興
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。
事
実
、
弊
社
に
お
い
て
も
昭

和
21
年
〜
23
年
度
の
出
荷
量
は
、
戦
前
を

下
回
る
よ
う
な
状
況
。
希
望
と
不
安
が
混

在
す
る
よ
う
な
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
明
る
い
話
題
と
し
て

地
域
の
人
々
を
勇
気
付
け
た
の
が
昭
和

天
皇
の
訪
問
で
し
た
。
昭
和
21
年
1
月

1
日
に
人
間
宣
言
を
発
し
た
昭
和
天
皇

は
、
民
心
安
定
の
た
め
全
国
各
地
を
巡
歴

し
ま
す
。
秋
田
県
に
は
昭
和
22
年
8
月
来

訪
。
当
地
に
は
12
日
に
お
立
ち
寄
り
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
日
、
昭
和
天
皇
は
羽
後

飯
塚
駅
に
下
車
。
徒
歩
に
て
地
域
の
圃
場

を
視
察
し
、
さ
ら
に
小
玉
会
館（
弊
社
の

元
厚
生
施
設
。
本
社
か
ら
東
へ
約
1
5
0

01

晩年の小玉友吉を囲んでの一枚。
友吉の向かって右が五女・ツネ、その隣が妻のリヨ、
一緒にいるのは女学生と思われる。

終戦直後と思われる小玉醸造の全景。その後、写真手前の
塀の外側にビン詰場、みずほ蔵（清酒の仕込み蔵）を増設す
る。それ以外は現在とほぼ同じレイアウトだ。

渡
辺
寅
三（
友
吉
の
五
女
・
ツ
ネ
の
夫
）を

配
し
、
ほ
か
に
小
玉
邦
典（
貞
治
の
五
男
）、

小
玉
尚
太
郎（
友
吉
の
弟
・
晟
吉
の
長
男
）

ら
も
社
業
に
就
き
ま
す
。
肝
心
の
販
売
担

当
者
の
責
任
者
が
不
在
で
し
た
が
、
こ
れ

は
適
任
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
、
当
時
常

務
と
呼
ば
れ
て
い
た
小
玉
確
治（
友
吉
の

弟
）や
味
醤
課
長
の
貞
一
郎
、
経
理
課
長

の
渡
辺
寅
三
な
ど
の
合
議
制
で
、
販
売
活

動
を
運
営
し
て
い
た
の
で
、
あ
ま
り
不
都

合
は
感
じ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
こ
の
4
課
長
制
は
昭
和
41
年

に
4
部
長
制
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
続
き
、

昭
和
46
年
に
新
課
長
制
が
設
け
ら
れ
る

と
と
も
に
営
業
部
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

昭
和
22
年
昭
和
天
皇
が
来
訪
。羽
後
飯
塚
駅
か
ら
こ
の
地
を
歩
く

終
戦
と
と
も
に
機
構
改
革
を
実
施
。

新
時
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

小玉会館より少し南にある飯田川公園からの眺め。
昭和天皇ものこような風景を見られたのだろうか。

終戦直後、復員の無事を祝しての記念撮影。

希
望
と
不
安
を
胸
に
、

復
興
へ
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト

昭
和
22
年
に
は
昭
和
天
皇
も
来
訪
。

飯
田
川
の
地
を
歩
く
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よ
も
や
ま
見
聞
録

ネイガー生みの親
海老名保さん。

を
経
営
す
る
海
老
名
保
さ
ん
だ
。
高

校
卒
業
後
に
約
1
0
0
倍
の
競
争

率
を
勝
ち
抜
き
、
念
願
だ
っ
た
プ
ロ

レ
ス
団
体「
U
W
F
」に
入
団
。
と
こ

ろ
が
7
ヵ
月
後
に
瀕
死
の
重
傷
を

負
い
、
プ
ロ
格
闘
家
と
し
て
の
道
を

断
念
。
失
意
の
中
、
地
元
に
戻
る
も

そ
の
身
体
能
力
を
生
か
す
た
め
22

　
秋
田
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
超
神
ネ
イ

ガ
ー
」。
平
成
17
年
6
月
の
本
格
デ

ビ
ュ
ー
以
来
、
秋
田
県
内
で
大
ブ

レ
イ
ク
。
年
間
2
0
0
日
以
上
の

シ
ョ
ー
は
満
員
御
礼
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
、
商
品
、
コ
ミ
ッ
ク
、
Ｃ

Ｄ
も
大
人
気
。
地
元
Ｔ
V
局
で
は
レ

ギ
ュ
ラ
ー
番
組
も
あ
る
ほ
ど
だ
。「
超

神
ネ
イ
ガ
ー
」
こ
と
ア
キ
タ
・
ケ
ン

は
、
秋
田
で
農
業
を
営
む
25
歳
の
青

年
。
し
か
し
、
不
穏
な
動
き
が
あ
る

悪
の
組
織「
だ
じ
ゃ
く
組
合
」か
ら

秋
田
を
守
る

と
変
身
。
ア
ネ
コ
ム
シ（
カ
メ
ム
シ
）

で
稲
を
枯
ら
し
た
り
、
海
や
山
を
ご

み
だ
ら
け
に
し
た
り
す
る
秋
田
の
悪

の
組
織「
だ
じ
ゃ
く
組
合
」の
邪
神
た

ち
や
そ
の
手
下
で
あ
る
ホ
ジ
ナ
シ
怪

人（
組
合
員
）ら
と
対
戦
す
る
の
だ
。

　
こ
の「
超
神
ネ
イ
ガ
ー
」の
発
案
＆

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
り
、
か

つ
演
ず
る
の
が
、
に
か
ほ
市
金
浦
で

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム「
Ｆ
2

−

Z
O
N
E
」

へ
。
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
展
開
す
る
。
秋

田
か
ら
力
を
も
ら
っ
て
い
る
ゆ
え
、

ネ
イ
ガ
ー
の
活
動
エ
リ
ア
は
秋
田
県

内
限
定
。
キ
リ
タ
ン
・
ソ
ー
ド
、
ブ
リ

コ
ガ
ン
、
カ
マ
ク
ラ
・
ナ
ッ
ク
ル
な
ど

武
器
も
秋
田
ゆ
か
り
の
も
の
。
実
は

ネ
イ
ガ
ー
の
着
用
す
る
マ
ス
ク
、
ソ

フ
ト
ス
ー
ツ
を
は
じ
め
、
戦
い
に
欠

か
せ
な
い
各
種
ツ
ー
ル
も
す
べ
て
海

老
名
さ
ん
ら
が
考
案
・
製
作
し
た
も

の
だ
。
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

造
り
も
秀
逸
で
、
秋
田
人
に
と
っ
て

歳
の
夏
に
再
度
上
京
。
ア
ク
シ
ョ

ン
俳
優
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、

地
元
に
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
設
立
す
る
。

し
か
し
現
実
は
大
誤
算
。
再
び
地
元

に
戻
り
、
昼
は
ジ
ム
、
夜
は
会
社
勤

め
と
い
う
日
々
を
約
2
年
。
よ
う
や

く
事
業
の
立
て
直
し
に
成
功
す
る
。

ネ
イ
ガ
ー
の
始
ま
り
は
ち
ょ
う
ど
こ

の
頃
。
平
成
15
年
、
友
人
た
ち
と「
ネ

イ
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
当
初
は「
ご
っ
こ
で
大
満
足
」だ
っ

た
の
だ
が
、
そ
の
完
成
度
の
高
さ
ゆ

え
に
フ
ァ
ン
が
急
増
。1
8
2
㎝
、85

㎏
の
体
で
３
ｍ
の
高
さ
で
宙
返
り
し

な
が
ら
登
場
し
、
本
物
以
上
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
披
露
。
ご
っ
こ
か
ら
事
業

は
馴
染
み
深
い
名
称
・
事
象
に
由
来

す
る
ヒ
ー
ロ
ー
、
悪
役
が
次
々
に
誕

生
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
秋
田
弁
が
飛
び

交
う
シ
ョ
ー
は
、
笑
い
と
感
動
で
子

供
か
ら
大
人
ま
で
大
盛
況
。
ま
さ
に

秋
田
の
活
力
源
。
青
森
、
岩
手
、
沖

縄
の
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
開
発
に
も

参
画
す
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
活

動
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
も
大
人
気

波
乱
万
丈
の
人
生
を
バ
ネ
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
稼
動

年
間
ス
テ
ー
ジ
2
0
0
以
上
。
華
麗
な
技
と
演
出
で
大
ブ
レ
イ
ク

子
供
か
ら
大
人
ま
で
県
民
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る

秋
田
生
ま
れ
の
ロ
ー
カ
ル・ヒ
ー
ロ
ー

超
神
ネ
イ
ガ
ー
の

お
話

ナモミハギの力を身につけ、だじゃく組合の
邪神、怪人たちをごしゃく（叱る）超神ネイガー。
手に持つのは主力武器のキリタン・ソード。

〈プロフィール〉
超神ネイガー
総合プロデューサー
海老名保（えびなたもつ）
69年4月2日
旧象潟町生まれ
にかほ市金浦在住

海
老
名 

保 

さ
ん

●問い合わせ先／有限会社エフツーゾーン　TEL.0184-32-4086
●超神ネイガーHP　http://homepage1.nifty.com/nexus/neiger/

秋田を守る超神たち。
左から、海を守るアラゲ丸、ネイガー、
秋田の未来を守るネイガー・マイ。
手前が秋田の山を守るネイガー・ジオン。

アクションは本物。
迫力満点だ。

だじゃく組合意一般組合員のホジーネたちの
コミカルな動きも人気。

だじゃく組合の手下として悪事をはたらく
邪神たち。ゴンボホリー、エフリコギ、
エラシグネ、カマドキャシ・・・と、その名前は
あまりよろしくない意味の秋田弁に由来する。
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お酒、料理

お酒、料理

　
居
酒
屋
と
し
て
の
創
業
は
終
戦
直
後
だ
が
、
そ
れ
以
前
は
酒
販
店

を
営
ん
で
い
た
と
の
こ
と
。
当
時
か
ら
な
ぜ
か
店
頭
に
は
大
き
な
提
灯

が
飾
ら
れ
て
お
り
、
目
印
を
そ
の
ま
ま
店
名
に
し
た
次
第
。
現
在
は（
居

酒
屋
と
し
て
）3
代
目
と
な
る
伊
藤
嘉
朗
さ
ん
が
そ
の
歴
史
を
受
け
継

い
で
い
る
。
大
塚
界
隈
を
代
表
す
る
老
舗
で
あ
り
な
が
ら
、
気
軽
に
安

心
し
て
楽
し
め
る
庶
民
的
な
雰
囲
気
も
魅
力
。
初
代
の
頃
か
ら
通
い
続

け
て
い
る
と
い
う
超
常
連
さ
ん
か
ら
、
学
生
、
女
性
ま
で
幅
広
い
お
客

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
席
、
テ
ー
ブ
ル
席
、
座
敷
と
そ

の
客
席
数
は
1
2
0
席
を
超
え
る
が
、
料
理
は
手
作
り
が
基
本
。
名
物

料
理
の「
煮
込
み
」は
白
モ
ツ
を
銅
製
大
鍋
で
煮
込
む
こ
と
4
〜
5
時

間
。
シ
ッ
カ
リ
味
が
染
込
ん
で
抜
群
の
美
味
し
さ
。
さ
ら
に
、
紀
州
備

　
演
劇
、
音
楽
、
古
着
の
街
と
し
て
も
知
ら
れ
る

下
北
沢（
し
も
き
た
ざ
わ
）。
そ
れ
で
い
て
街
を
囲

む
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
一
歩
入
る
と
お
屋
敷

並
ぶ
住
宅
街
。
セ
レ
ブ
と
夢
追
い
人
、
山
の
手
と

下
町
、
平
成
と
昭
和
、
…
。
ま
さ
に
対
峙
す
る
両

極
が
融
合
す
る
不
可
思
議
な
街
で
も
あ
る
。
隣

駅
・
池
ノ
上
に
は
秋
田
県
育
英
会
学
生
寮
も
あ
り
、

弊
誌
読
者
の
中
に
も
身
近
に
感
じ
て
い
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
シ
モ
キ
タ
に

あ
っ
て
、最
も
デ
ィ
ー
プ
な
エ
リ
ア
と
さ
れ
る「
下
北
沢
駅
前
食
品
市
場

内
」に
2
年
半
ほ
ど
前
に
オ
ー
プ
ン
。
吉
祥
寺
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
の
同
店

同
様
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
イ
ル（
立
ち
席
・
椅
子
席
両
方
あ
る
）で
、
手

軽
に
焼
鳥
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。「
駅
前
食
品
市
場
」と
銘
打
ち
な

が
ら
、
乾
物
、
薬
、
雑
貨
、
衣
類
、
古
着
、
飲
み
屋
と
、
な
ん
で
も
ア
リ
の

そ
の
環
境
も
魅
力
的
。
市
場
内
は
北
口
と
南
口
方
面
を
結
ぶ
抜
け
道
で

も
あ
り
、
飲
ん
で
る
後
ろ
を
、
常
に
人
が
行
き
来
す
る
適
度
な
雑
踏
感

●
タイガー ●ヤマナカヤ

ampm●

● 
三菱東京UFJ銀行

●
BOOK
OFF

都電
荒川
線

●
ファミリーマート

大提灯★

JR大塚駅 JR山手線

EASTYEST　　
●

パチンコ
ひょうたん島
　●

●
吉野家

南口

●お　酒
佳撰　太平山
 1.7合 546円／1合 326円
太平山　生酉元純米 300ml 819円

●おすすめ料理
煮 込 み 　 473円
焼きとん 1本　126円
自家製つくね 2本　315円
手作りポテトサラダ 420円

豊島区南大塚2-44-5
大塚シティーホテル１Ｆ
TEL03-3941-3030
営業時間／17：00〜23：30 
　　　　　　　（L.O.23：00）
定休日／日曜、祝日

長
炭
で
焼
く「
焼
き
と
ん
」も
自
慢
の
味
。
タ

ン
・
ハ
ツ
・
カ
シ
ラ
・
シ
ロ
・
ナ
ン
コ
ツ
・
コ
ブ
ク

ロ
・
レ
バ
ー
の
7
種
類
。
秘
伝
の
特
製
か
ら
味

噌
・
塩
・
た
れ
、
好
み
の
味
で
い
た
だ
け
る
。
さ

ら
に
、
こ
こ
数
年
来
の
定
番
と
し
て
人
気
を

集
め
て
い
る
の
が「
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」。
手
作
り

な
ら
で
は
の
や
さ
し
い
味
は
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
大
評
判
。
ほ
か
に
、
山
芋
、
納
豆
、マ
グ
ロ
、

豆
腐
な
ど
を
盛
り
合
わ
せ
た「
ス
タ
ミ
ナ
豆

腐
」な
ど
も
人
気
。
料
理
メ
ニ
ュ
ー
も
1
0
0

種
以
上
と
豊
富
だ
が
一
品
4
0
0
円
前
後
が

平
均
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
飲
ん
で
食
べ
て
一
人

3
0
0
0
円
前
後
が
目
安
と
な
る
。  

も
面
白
い
の
だ
。さ
て
、肝
心
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
が
、メ
イ
ン
の
焼
鳥
は
、モ

モ
、レ
バ
、
軟
骨
、
か
わ
、ハ
ツ
、
砂
肝
、
鴨
あ
ぶ
ら（
各
1
本
1
0
5
円
）

の
ほ
か
、
た
ま
ね
ぎ
、
し
い
た
け
、
合
鴨
、
手
羽
先
、
つ
く
ね
な
ど
計
20

数
種
類
。
鶏
モ
ツ
を

ジ
ッ
ク
リ
煮
込
ん

だ「
煮
込
み
」も
人

気
。こ
ち
ら
は
醤
油

味
の
あ
っ
さ
り
仕

上
げ
。
こ
の
秋
か
ら

2
階
に
隠
れ
家
的

存
在
の
テ
ー
ブ
ル

席（
8
名
程
度
）も

登
場
し
た
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
　
豊
島
区
大
塚

居
酒
屋
　
大
提
灯

大
塚
駅
南
口
徒
歩
1
分
。店
頭
の
大
き
な
提
灯
が
目
印
。

庶
民
的
な
雰
囲
気
も
素
敵
な
老
舗
居
酒
屋

●マクドナルド

●オオゼキ

小
田
急
　
　
　
下
北
沢

京王井ノ頭線下北沢

てっちゃん★

横浜銀行●

博文堂書店●

●駅前劇場●駅前劇場

ピーコック●ピーコック●

南口

北口

●お　酒
佳撰　太平山　 グラス 315円

●おすすめ料理
焼　　鳥  1本　105円〜
鴨あぶら  1本　105円　
煮込み  315円　
＊ 一人あたりの予算2000円前後

東京都世田谷区北沢2-24-4
TEL03-3465-1917
営業時間／　
平　　日　17：00〜22：00
土日祝日　15：00〜22：00
定休日／元旦のみ

東
京
都
　
世
田
谷
区
下
北
沢

焼
鳥 

下
北
沢 

て
っ
ち
ゃ
ん

あ
の
独
特
の
雑
踏
感
も
魅
力
の
ひ
と
つ

下
北
沢
北
口
、駅
前
市
場
の
中
に
あ
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

08



　
関
西
以
西
で
は
チ
ヌ
と
も
呼
ば
れ

る
黒
鯛
。
秋
田
の
海
で
も
一
年
を
通

じ
て
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
晩
秋
か
ら
厳
冬
期
に
か
け
て
の

黒
鯛
は「
寒
ク
ロ
」と
も
呼
ば
れ
、
こ

の
時
期
を
狙
っ
て
遠
方
か
ら
真
冬
の

日
本
海
に
足
を
運
ぶ
釣
り
人
も
少

な
く
な
い
。
特
に
八
峰
町
八
森
周
辺

や
男
鹿
半
島
西
海
岸
の
岩
礁
地
帯

は
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
た「
寒
ク

ロ
」釣
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
の
こ
と
。
地

磯
や
沖
磯
に
立
ち
、
冷
た
い
海
水
の

飛
沫
を
浴
び
な
が
ら
竿
を
延
べ
る

釣
り
は
ま
さ
に
命
が
け
。
極
寒
と
荒

波
、
突
然
の
天
候
変
化
、一
発
波
の
恐

12

べ
て
も
美
味
し
い「
健
」味
噌

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
肉
の
味
噌

漬
け
な
ど
で
使
う
味
噌
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。千
葉
県
／
安
藤
様

お
好
み
で
ど
の
味
噌
で
も
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
が
、
田
舎
味
噌
の

よ
う
な
し
っ
か
り
と
し
た
味
を
お
求
め
な

ら「
元
祖
秋
田
味
噌
」、「
こ
ま
ち
仕
込
み

味
噌
」が
、
甘
目
が
お
好
き
な
方
に
は「
柏

寿
み
そ
」「
あ
ま
塩
」を
、
使
い
や
す
さ
、
お

値
段
の
手
軽
で
は「
特
撰
味
噌
な
ま
は
げ

（
こ
し
タ
イ
プ
）」が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

回
お
味
噌
が
な
く
な
る
頃
に

届
く
冊
子
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
我
が
家
で
は
小
玉
さ
ん
の
味
噌
で

な
い
と
味
噌
汁
が
違
う
そ
う
で
す
。
秋
田

か
ら
の
ホ
ノ
ボ
ノ
と
し
た
風
景
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。毎
回
、表
紙
に
載
る
方
の
笑
顔

が
ス
テ
キ
で
す
ね
。埼
玉
県
／
片
山
様

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
古
く
か
ら
、
味
噌
汁
は
お
袋

さ
ん
の
味
の
代
表
格
。
多
く
の
日
本
人
に

と
っ
て
心
の
故
郷
、
味
の
原
風
景
と
も
い

え
る
存
在
で
す
。
皆
様
の
思
い
の
深
さ
に

答
え
る
べ
く
、
安
心
で
美
味
し
い
味
噌
造

り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ル
フ
仲
間
と
と
も
に

全
国
の
地
酒
と
酒
肴
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。
夏
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
神

戸
の
お
店
、
関
西
に
足
を
延
ば
し
た
際
に

は
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
た
い
と
思
い

ま
す
。神
奈
川
県
／
松
井
様

住
吉
の
亥
炉
葉
門（
い
ろ
は
も
ん
）、

三
宮
の
酒
糀
家（
さ
か
や
）と
も
に

最
寄
り
駅
か
ら
近
く
交
通
も
便
利
で
す
。

よ
り
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
お
求
め
な

ら
、
住
吉
の
お
店
の
ほ
う
が
お
ス
ス
メ
で

す
。
い
ず
れ
の
お
店
も
人
気
店
ゆ
え
、
ご

利
用
時
は
事
前
に
電
話
確
認（
予
約
）を

す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
今

号
で
は
都
内
の
お
店
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
益
博
氏
の

「
変
わ
る
家
族
、
変
わ
る
食
卓
」を

読
み
、
ま
さ
し
く
近
頃
の
親
は
自
分
の

子
供
を
大
事
に
ま
た
、い
と
お
し
く
思
っ

て
い
る
の
か
疑
問
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。食
、

食
卓
、
団
欒
を「
躾
」に
繋
が
る
こ
と
の
大

切
さ
を
忘
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
神
奈

川
県
／
田
村
様

極
論
を
言
え
ば
国
家
感
、
人
間
感

の
根
源
に
も
関
わ
る
奥
の
深
い
問

題
で
す
ね
。
ま
ず
は
わ
が
身
か
ら
、
家
族

か
ら
見
直
し
て
ゆ
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

子
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
て

閉
じ
穴
を
設
け
る
な
ど
、
保
存
版

と
し
て
残
せ
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。醤
油
・
味
噌
の
醸
造
過

程
な
ど
の
連
載
記
事
も
期
待
し
て
お
り

ま
す
。神
奈
川
県
／
小
玉
様

こ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案

を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
D
Ｍ
封
入
誌
ゆ
え
、
サ
イ
ズ
規
制

が
あ
り
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
随
時
改
良
を
心
が
け
、
よ
り
見
や
す

く
、
愛
さ
れ
る
冊
子
づ
く
り
を
心
が
け
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
に
1
回
は
お
味
噌
汁
が

な
い
と
い
け
な
い
主
人
の
た
め
に
、

各
地
か
ら
お
味
噌
を
取
り
寄
せ
て
い
ま

し
た
。
友
人
の
実
家
が
秋
田
な
の
で
、
あ

ま
塩
味
噌
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
の
す

ご
く
美
味
し
く
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
蔵

倶
楽
部
の
レ
シ
ピ
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。兵
庫
県
／
小
林
様

ヤ
マ
キ
ウ
味
噌
の
ご
愛
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
も
ヤ
マ

キ
ウ
味
噌
を
使
っ
て
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 酒菜

探訪
あきたの味

季
刊【
藏
】四
拾
の
巻

怖
な
ど
と
対
峙
し
て
も
通
う
だ
け
の

魅
力
が「
寒
ク
ロ
」に
は
あ
る
の
だ
と

い
う
。
そ
れ
だ
け
に
、こ
の
季
節
の
黒

鯛
は
格
段
に
美
味
い
の
だ
と
か
。
特

に
脂
の
ノ
リ
は
最
高
で
、寿
司
、吸
物
、

煮
魚
、
焼
き
魚
、
頭
の
骨
酒
、
兜
煮
は

も
ち
ろ
ん
、身
を
三
枚
に
お
ろ
し
、皮

を
付
け
た
ま
ま
醤
油
、
み
り
ん
、
酒

を
入
れ
た
タ
レ
に
一
晩
漬
け
、食
べ
る

直
前
に
軽
く
炙
っ
た「
漬
け
ア
ブ
リ
」

は
絶
品
。
さ
ら
に
、
ご
飯
の
上
に「
漬

け
ア
ブ
リ
」を
の
せ
、
ワ
サ
ビ
と
少
々

の
セ
リ（
ま
た
は
三
つ
葉
）を
添
え
て

い
た
だ
く
茶
漬
け
は
、
〆
の
一
品
と

し
て
も
オ
ス
ス
メ
だ
。

釣
人
の
野
生
本
能
を
く
す
ぐ
る
男
鹿
の「
寒
ク
ロ
」釣
り

極
寒
の
日
本
海
に
挑
ん
だ
者
だ
け
に
許
さ
れ
た
珠
玉
の
逸
品

広場

ゴ ［黒 鯛］［黒 鯛］

■
表
紙
の
人

今
号
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
八
郎

潟
町
出
身
の
須
田
和
文
さ
ん
。
入

社
は
平
成
5
年
。
酒
類
部
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
春
〜
秋
は
瓶
詰
め

部
門
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
太

平
山
の
仕
込
み
が
忙
し
く
な
る

冬
期
間
は
、「
み
ず
ほ
蔵（
仕
込
み

蔵
）」で
酒
造
り
に
携
わ
り
ま
す
。

性
格
は
極
め
て
明
る
く
、
無
口
な

人
が
多
い
？
小
玉
醸
造
に
あ
っ

て
、
場
の
空
気
を
和
ま
せ
る
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
的
存
在
。
見
識
を
高

め
る
た
め
に
、
最
近
は
パ
ソ
コ
ン
の

（
健
全
な
）動
画
サ
イ
ト
に
夢
中
と

の
こ
と
で
す
。

冊1

食毎

山


